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進 学 塾 と そ の 機 能
一 集団面接調査を手が か り と して 一 『

深　 谷　 昌　 志

1． 問 題 設 定

　学 習塾 に つ い て は ， す で に 多 くの 調査が な され て い る 。 公立機関な どか ら公 表 され

た 主 な報告書だけ で も ， 十指を 上 回 る （1）
。 その 他に 総理 府（2 ）

， NHK （3）
， 銀行（4）

な どの 実施 した 調査で ， ア イ テ ム に 塾通 い を含め た もの に 範囲を 拡大 すれ ば ， 枚挙に

い とまが な い 。

　そ うした 調査の 中で ， もっ と も大規模 な もの は ， 文部省の 実施 した 「児童生徒の 学

校外学習活動に 関す る実態調査」 で あろ う。 こ れ は ， 小 ・中学生 の 父母を対象に した

第 1 次調査 と ， 第 1 次調 査 か ら リス ト ・ ア ッ プ され た学習塾経営者を サ ン プ ル とす る

第 2 次調 査か ら構成 され て い る。 しか し， こ の 調査は利 用 しや す い 形 で 速報が 出され

て い る の で （5）
， 詳細は 省略 した い

。

　文部省調査の 成果を ，

…
言で 要約すれ ば ， 塾通 い する子が ， 全国平均 で ， 小学 生 の

20％に 達する こ とを 明 らか に した点に あろ う。 そ の 他は ，従来 ，断片的に ， ある い は ，

経験的に 言わ れ て きた 事実を ， 改め て ，数量 的に 裏づ けた もの とい う印象を 受け る。も

ち ろ ん ， 小学生 の 場合 ， 人 口十万 以上 の 都市 の 通 塾率が 23．4％ ， 10〜 3 万 ： 19．7％ ， 3

万 〜 8 千 ： 15．1％ ， 8F 未満 ： 6．4％ と ， 地 域に よ る格差が 示 され て い る 。 県 別 集計

に つ い て も， 小学生平均で ， 東京 （23．0％）や 高知 （20．8％） の よ うに ， 通塾 率が 2

割一 高学年に 限定す る と ， ほ ぼ 4 割一を越え る県もあれ ぽ ，宮城 （1．7
°
／o），岩手 （2．4

％）の よ うに ， 2〜3％台
一

高学年で ， 3・vso ／e
一

の 地域 も存在す る 。 した が っ て ， 県や

市 町村 レ ベ ル の 調査で ， 通塾率 の 凹 凸が認 め られ る の は 当然 だが ， そ の 他 の 結果は ，

丈部省調査 と
一

致 し て い る もの が多 い
。

　文部 省 も含 め て ，公 共機関 の 調 査は ， そ の 多 くが 実態調査 と名づ け られ て い る 通

り， 通塾率調 べ を基本 と し， 付随的に ， 塾通 い の 回 数 ， 時間 ， 教科 ， 月謝 な どを 尋ね

て い る 。 そ して ， 公表 され た 報告書は ， 単 純集言ト あ る い は ， 学年 ， 地 域 ， 性 な どを
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使 っ た 単純な ク ロ ス 集計一 の 範囲に 止ま っ て い る の で ， デー
タ を手がか りと して ， 学

習塾に つ い て の 考察を深め る の は 困難で ある。 特に ， 塾通い に つ い て の 意識分析が ，

ほ とん ど行わ れて い ない 。 また ， 塾通い が ， 子 どもの 生活に どの よ うな影響を 与える

の か な どの分析 も， 未 開拓の 印象を受け る 。

　 も っ とも ， こ うした 分析は ， 本来 ， 研究者サ イ ドが担 うべ き もの で あ ろ う。 しか

し ， 塾通 い 現象が予想を上 回 る勢 い で ま ん延 したた め か ， 研究者側か らの ア プ ロ
ーチ

は立ち遅れ て い る 。 学習塾 が大 きな社会 問題化 して い る現状を考え る と ， これは ， 筆

者 も含め て ， 教育社会学 研究者の 問題意識の 甘 さを示 した もの と反省せ ざ る を 得 な

い o

　文部省 の 調査に 続い て ，現在，多 くの 教育委員会で ，学習塾 の 実態調査が行われ て

い る 。 した が っ て ， こ の 1〜 2年の 内Vこ，注記 した 以外に も ， 塾通 い の 続報が公表され

よ う。 そ こ で ， 本稿で は ， デ ータ の 量的な分析は 別 の 機会に ゆず り， 質的なア ブ Pt・一

チ で ，塾通い の 問題を考察 して い くこ とに した い
。

　 NHK の 世論調査所が ， 愛媛県下で ， 親 教 師 ， 子 どもを対象に ， 学校観を分析 し

た 調査が ある 。 そ の 中で ， 同一の 質問項 目を使 っ て ， 塾通い の 原因を 尋ね て い るが ，

第 1 位 に 挙げ られ た理 由は ， 以下の 通 り（6 ）で あ っ た 。

　生徒＝学校で は ， よ く分 か るま で教えて くれ ない か ら ， 42．7％ （7 項 目中 1 項 目選

択）

　 父母＝学校の 授業で は ， 子 どもの 能力を伸ぽ して くれ ない か ら ， 22．7％

　教師⊇ （親たち の ）よ い 高校 へ 入学させ た い と い う気持 ちが強い か ら，39．7％

　教師は親 の 高望み を 批判 し ， 親は 学校が期待に 答え て い な い と非難す る 。 そ し て ，

子 どもは ， 学校 の 授業に つ い て い けな い と訴 える 。 そ れぞれ に ， も っ ともな理 由な が

ら ， 互 い に 不 信感をつ の らせ る 間に も ， 塾 通 い がまん延 し て い く。 しか し ， 逆に い え

ぽ ， 親た ち が高望 みをやめ ， 学校が親た ち の 期待に添い ， 子 どもた ちが学校の 授業に

充足 感を味わ える な ら ， 塾通い は減少する計算に な る 。
つ ま り ， 個 々 の 学校 レ ベ ル で

と らえ るな ら ， 塾通 い を ， 学校 ， 親 子 どもの 三 者間に 生 じた教育病理現象
一主 因は

と もあれ一 と と らえ る の が妥 当で あ ろ う。

　筆老 は ， こ こ 数年 ， 学 級を単位 とした面接法で ， 子 どもたち の 行動を 追 跡 し て き

た 。 テ レ ビ欄や校 区の 地 図な どを利用 しなが ら ， 個 々 の 子 どもの 前 日の 行動半径を 聞

ぎ取 る調査で ある 。 1 人当た りの 面接時間は 平均40分 。
こ の 方法は ， 他の 事例研究法

と同 じよ うに ，一般 化 へ の 難点 を含む反面 ， 対 象を掘 り下げ得 る利点 を備え て い る。

以下 ， そ う した フ ァ イ ル の 中か ら．学 習塾に 焦点をあ て て ， い くつ か の 事例を紹介す

る こ とに した い o
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進学塾と その 機能

2． 「乱塾」 と 「無塾」 との距離

（f）　5割以上が塾通 いする事例一

　 市川 市立 M 小 5 年 X 組 。 児童数36名 ， 内 ， 通塾児 23名 。 通塾率64％ 。 調査対象 目 ，

昭 和 51年 2 月 19日 。

　 まず ， 1 人の 子ど もの行動記録を紹介 した い
。 仮に ， K 夫 と名づ け て お こ う。

　 2 時 ， 帰宅後 ， ク ラ ス 。 メ ー トが 2 人遊び に 来て ， サ ヅ カ ー ・ゲ ーム な どを す る 。

　 3 時半 〜 5 時 ・ Y進学教室 の 日曜 テ ス ト の 準備。 国語の 下調べ をす る 。 前回の テ ス

トで 3 千人中 ， 7 百 番 だ っ た の で ， 百 番 以 内を 目指 し て い る 。

　 5 時〜 6 時 半， 弟 と 2 人で プ 卩 レ ス ご っ こ を しなが ら ， 「新オ バ ケ の Q 太郎」な ど

の テ レ ビを見 る 。

　 6 時半
・w 　7 時半 ， 学 校の 宿題 をや る 。 そ の 後 ， 国語 5 年生下巻の 漢宇書取 。

　 7 時半〜 8 時半 ， 夕食後 ， 入 浴。

　 8 時半 〜 10時半，算数 と理科を 中心 に ，Y 進学教室の 下調べ
。

　 K 夫 が ， H 曜 日 に 通 っ て い る Y 進学教室は ，
　 N と並 ん で ，東京で は 定評の ある マ ン

モ ス ・テ ス ト塾 の ひ とつ だ
。

こ こ で は ，指 定 し た 参考書の 中か ら，次週 の 出題範囲が

示 され て い る 。 した が っ て ， 子 どもた ちは ， それ ぞれ の 仕方で 予習を 行 い
， 日 曜 の

テ ス トへ 臨む 。 しか し ， 出題範囲が学校の 教材 よ り， 3〜6か 月 ， 先行 して お り ， しか

も ， 水準が 高い の で ， 独 力で 自習 しに くい 。 そ の ため ， K 夫 は ，
　 Y 進学教室 の 予習を

目的 と して ， 火曜 と金曜 の 午後 5 時 半か ら 8 時 まで ，
バ ス で 15分 ほ ど先 に あ る市 内 1

進学教室 へ 通 っ て い る 。 1進学教室 は ， Y とチ ェ
ー ン化 され て い るわ け で は ない が ，

Y や N な どの テ ス ト受験生を対象 と した 特別 ク ラ ス が 作 られて い る 。
つ ま り， K 夫

は ，自習
一 1進学教室 （地元）

− Y 進学教室 で の テ ス トとい う 3段階 の 構 えで ， 勉強

を進め て い る 。 当然 ， 学校の 勉強は ，宿題を や る程度に とどま っ て い る 。

　 極端な事例 と思わ れ が ち だ が ， K 夫 と同 じよ うに ， 3 段 階の 構 えで 勉強を して い る

子 は ，こ の ク ラ ス だ けで ， 6 人を数 え る 。
こ れ らの 子 は ， い ずれ も ， 東京 の 私立 中学

進学 を 目指 し て い る 。

　 M 小 の 校 区は ，市川市 の 西 は ずれ に あ り， 江戸川を は さん で ， 東 京都と隣接 して い

る 。 した が っ て ， 東京 の 有名私立 へ 電車で 30 〜 40分，い ずれ も通学可能 の 範 囲 に あ

る 。 加え て ， 千葉県の 名 門校 ， 千 葉
一

高 へ 通 うに は ， 小 1 時間必要で あ り， しか も ，

千葉 県が 学校群 の 採用 に 踏み きっ た
一

昭和53年度 よ り中止一 こ とが ， 親 た ち の 東京指

向へ 拍車 をか け た 。

　 市川 市は ， 昭 和の 初め ， 高級住宅地 と し て 発展 して きた 。 古 くか らの 住宅 の 多い A

小学 校で は ， 6 年生の 6 割が 中学 を受験 して い る 。 M 校の 校 区は ， 昭和30年代以降に

開発 され た新興住 宅地 だ が ， それ で も ， 受験生は 4 割 を超え る 。 昭 和 50年度 の 場合 ，

東京の い わ ゆ る
一流 中学 合格 者は 全校 で 4 名に す ぎな い 。 受験 希望者 が急増 し て い る
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割に ， 入学者数は e こ の 10年，ほ ぼ 一
定して い る 。 な お ， K 夫の 成績 は ， ク ラ ス で は

「上 の 下」。 念の た め ， K 夫 の 現況を補足する な ら， 残念な が ら，　 K 夫は ， 1 年後の 受

験に 失敗 し ， 今は ， 地 元 の 公 立 中学 へ 通 っ て い る 。

　調査対象 日 ， 36名 の ク ラ ス の 内 ， 10名 が塾通 い を し ， 1 人平均 2 時間半を費や し て

い る 。 もち ろ ん ， ク ラ ス の 64％が ， 遍 2 回 以上 ， 塾通 い を し て い る の で あ る か ら ， こ

の 日が 特異 日なの で は な い 。 こ う した 日課が ， 毎 日の よ うに 続 く。 なお ， 23名 の 通塾

児の 内 ， 規模の 大 ぎな予習塾 へ 通 う者が 14名 。 残 りの 9 名は ， 地元 の 小規模な補習塾

へ 通 っ て い る 。 ま た塾 へ 行 っ て い な い 13名 の 内 ， 「6 年生に な っ た ら ， 塾 へ 行 く」 と

答えた 子が 5 名を数えた 。 した が っ て ， 調査 日か ら 2 か 月 もす れぽ ， こ の ク ラ ス の 通

塾 率は ， ほ ぼ 8 割に達iして い よ う。

　 こ う した 描写を行 うと ， 遊び を忘れ た 疲れ き っ た 子 ど も像が浮 か ん で くる 。 そ こ

で ， ク ラ ス 全員の こ の 日の 行動を要約 して示す と ， 図 1 の 通 りと な る 。
3 時か ら 5 時

に か けて ，仲間 と外遊びを して い る子 どもの 姿が 目に つ く。 こ の 日は ， 男子 11名 と女

子 5 名が ，放課後の 校庭開放を利用 して ， フ ッ ト ・ ベ ース やバ ス ケ ッ ト を 行 っ て い

た 。 そ の 他 ， 5 名の 女子が集ま っ て ， トラ ン プに 興 じて い る 。
こ うした状況 は ， 遊び

を忘 れが ち な現代 の 子 どもの 中で ， 異 例 な長 さに 属する 。 ま た ， テ レ ビ視聴 も，予 想

外に 長く ， 1 人平均 2 時間 3 分を費や し て い る。

　遊び の 充実ぶ りは ，地 元 の 大手の 学習塾 が ， 午後 6 時か ら始ま る の に 関 係 し て い

る 。 多 くの 子 どもは ， けい こ ご とを止 め ， 学習塾だ け に 学校外の 教育 を しぼ っ て い る

の で ，放課後 ， 通塾 まで の 約 3 時問が空 白に な る 。 学習塾を 「第 2 の 学
．
校」 とよぶ こ

（
N
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進 学塾 とそ の 機能

とが ある 。 M 校の 場合 ， 塾は ， 文字通 り， 第 2 の 学校 と して機能 して い る 。 子 どもた

ちは ， 第 1 と第 2 の 学校 との 谷間を ， ロ ン グ ・タ イ ム の 休み 時間の よ うに 利用 して い

た 。
い ずれ夜に な っ た ら，塾通い や勉強を しなけ れぽな らな い

。
せ め て ， そ れ まで の

時間を能率良 く遊 ぽ うと い うの で ある 。

　 こ こ で ， 塾 に対 す る M 校の 態度を補足 して お こ う。 昭 和45年 ， 1進学教室の よ うな

チ ＝ L・一 ン 化 され た 塾が ， 地元 へ 進出 し て きた 。 当初，学校側は ， 塾通い に 干渉す る方

針で 臨ん だ とい う。 しか し ， 教師 の 発言は 聞 ぎ流 され が ち の ヒ， PTA と の ト ラ ブ ル

が生 じるの で ， 現在 で は ， 無干渉 の 状況 に ある 。 受験する しない は ， 各家庭 の 判断に

委ね ， 学校は ， 公 立 中学進学を前提 と して ， 基 礎学力 の 充実を 日指 し て い る 。 た だ

し ， 塾通い す る子の 便宜 を 考え て ， 下校時間は 守 る よ うに して い る と い う。

　 M 校の 子 ど もた ちの 下校か ら就寝 ま で の 持時間 は ， 平 均 7 時 間弱 。 そ の 使 い 方は ，

平均 して ， 勉強 に 1 時聞半 ， テ レ ビが 2 時間 ， 友だ ち との 遊 び 1時間 ， そ の 他 一夕 食

や 入浴な ど一 2 時間半 の 構成 で あ っ た 。

　M 校の 事例 は ，塾通 い を 考え る さ い の 多 くの 手がか りを 与えて い る 。 他地域 との 比

較は の ち に ゆず り，M 校か らの 考察を要約すれ ば ， 以 ドの 通 りとな ろ う。

　 1　 K 夫 の よ うに 東京 の マ ン モ ス 塾 へ 通 う子 ， 地元 の 塾 の み の 子 ， 通塾予定 の 子 と

い うよ うに ， 塾通 い は 層化 さ れて い る 。 しか し， 成績 の 良い 子 が つ ね に 受験す るわ け

で は な い か ら ， 学業成績 と通塾の 度合 と は必 ず しも相関を示 して い ない
。

　 2　 通塾率が 6 割を越 え る地域 で も ， 予想外 に ， 子 ど もた ち は ， 時 間を 有効に 活用

し ， 仲間 との 外遊び や テ レ ビ視聴を行 っ て い た 。

　 3　 K 夫 は ， 進学塾の 進 度に 焦 点を あて て ， 学習を進 め て い る 。 そ の た め ， 学校 の

授業 は学習の ま とめ 的な機能を果た して い る 。 今後 ， K 夫 の よ うな生 活を送 る子 ども

が増加 す る な ら ， 塾 が主 要な学校で ， 学校 が補習教育機関 とな る可能性が 強い 。

（2） 塾通いの ない事例一

　岐阜県 白川村 S 小学 校 5 年 。 児童数 28名 。 通塾児 0 名 。 調査対象 日，昭 和52年 3 月

9 日。

　現在 ， か な りの 山村を訪れ て も，校区の 周 辺に ， 塾の 存在を見 出す こ とが多 い
。 例

え ば ， 筆者た ちは 昭和51年 3 月 ， 三 重県度会郡南島町 の K 小学校を訪れた 。 能野灘に

面 した
一級 へ き地校だ が ， こ こ で も ， 校区 の 中に ， そ ろ ば ん 塾な どの けい こ 所 が あ

り，
バ ス で 5 分ほ ど手前 の 隣 りの 校区 に ， 学習塾が進出 して い た 。 子 どもた ち は ， ま

だ塾通 い を して い なか っ た が ， だか らとい っ て ， 仲間 と外遊び を す る こ とはな く， 予

ど もた ち は 家に 閉 じ籠 り ， 3 時間 以上 ， テ レ ビを視聴 し て い た 。

　 K 小 の 子 ど もた ち の 詳細 は ， 刷 の 機 会に ふ れ て い る の で （7）
，

こ こ で は 昭和 52年 3・

月 に訪れ た 大冢族制で 知 られ る 白川郷 の事例を紹介した い 。 高山市 か ら60キ ロ
，
バ ス で

2 時問ほ ど の 距離に あ た る 。 S 小は ， 各学年 15〜30人前 後の 単級編成 の 学校で あ っ た 。

　さす が に ， 自州 郷 ま で 来 る と ， 学 習 塾は む ろ ん の こ と ， け い こ 塾 の 姿 もなか っ た 。

一 55 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

こ こで は ， 6 年生 の 事例を紹介 しよ う 。 被調査日 ， 卒業写真の 撮 影が あ っ て ，子 ど も

た ち の 帰宅 は 4 時近 くに な っ た 。 しか し ， 就寝 ま で ， 6時間20分 の 自由時間が残 され

て い る 。 そ こ で ， 塾通い を して い な い 子 どもた ち が ， こ の 時闘を ， ど う使 うの か が 関

心 を ひ く。

　 K 子は 3 人 ぎ ょ うだ い の 末 っ 子 。 学校か らひ と りで帰宅 し，お や つ を食べ なが ら ，

「太陽 に ほ え ろ」　（再放 映）を み る。

　 5 時〜 6 時 ， 「気 に な る嫁さん」を見 る 。
こ れは ， い つ も見て い る番組で ある 。

　 6 時〜 7 時 ， 「巨人 の 星」 を見なが ら食事。
い つ もは テ レ ビを消すが ， 最終回 なの

で ，例外的に 認 め て も らう。 茶わ ん ふ ぎの 手伝い
。 犬 に 夕食を与え る。

　 7 時〜 8 時30分 ， H記 ， そ の 後 ， テ ス ト勉強 。 高山で 買 っ て きた シ ー ト教材を使 っ

て ， 算数の 勉強をす る 。

　 8時 30分〜 9 時 ， 「気ま ぐれ天使」 の 後半を見 る 。

　 9 時〜10時 ， 兄 と2 人 で ， 「ふ た りで ひ と り」 を み る 。 途中で 入 浴 ， 10時 ， 就寝 。

　 K 子の 凵 ヨは ， 単純で ある 。 1 時間半の 勉強 ， 食事 ， 入 浴以外は ， す べ て の 時 間

が ，テ レ ビ視聴 に 費や され て い る 。

　 先ほ どの M 小 と同 じよ うに ， ク ラ ス の 子 ど もた ち全 員の 行動記録を ， 図 2 に 提 示 し

て お く。 子 どもの 生活は ， テ レ ビ ， 1人遊び ， 勉強に三 分で きる 。 テ レ ビ視聴は ， 1

人 平均 1時間 26分で ， K 子は 視聴時間の 長 い 方か ら 3 番 目の 子で あ る 。
　 NHK の 生活

時 間調 査（1975年）で は ， ロ ー ・テ ／
一 ン の テ レ ビ視聴時間を 2時間 5 分 と見込 まれ て

い る 。 小学 高学 年生 は ， それ よ りもや や 長 く， 視聴時間 の 平均 は 2 時間15分程度で あ

ろ う。 そ う した 数値 と比 較 して ， S 小の 子 どもた ち の 視聴時間は 40〜50分 も短い 。 ま

た ， 6 年生28人の 内 ， 帰宅後 ， 外出 した 者は 4 人に す ぎない
。 しか も， 1 人は ， 父親

に 言 わ れて ポ ス トへ 手紙を 出 しに ， 他 の 1 人は ， 母親に 頼まれ て 夕食の 豆 腐 を 買 い

に ， 残 りの 2 人 は ， 「ほ ん こ さま」 （仏事）が あ っ て ， 両親 と親類へ 行 っ た ，が ，外出理

由 で あ る 。 少な くとも ， こ の 日 に 限れ ぽ ， K 子 と同 じよ うに ， ど の 子 も， 友だ ち と の

交流は お ろか ， 自分 の た め の 外 出も皆無 の 生活を送 っ て い る 。

　 か た つ む りの よ うに ， 巣に 閉 じ籠 りがち の 子 どもの 姿を見か け る こ とが 多い
。 しか

し ， S 小の 事例 は ， あ ま りに 極端で あ っ た 。 もちろ ん ， こ の 口 ， 前述 した理 由で ， 下

校が遅れ た 。 「巨人の 星」の 最終 回が 6 時か ら放映 された な ど ， 巣籠 りを促進 した要

因 も存在 して い る 。 しか し ， 被調 査 口は ， 快晴で暖か か っ た 。 白州郷に 50セ ン チ の 債

雪 が ふ っ た の は ， 11月29日 。 近年 まれな 豪雪に 見舞わ れ ，それ 以来 ， 2 〜 3 メ ー トル の

雪 が積 も り続け ， 村道か ら ， 雪が消え た の は ， 3 月に 入 っ て か らで あっ た 。 待ちに 待

っ た 春が来 た の に ， 遊び た わむれ るは ず の 子ど もた ちは ，含掌作 りの 家の 中で ， 夜 ま

で の 2 時間を過 ご して い る 。

　 4時 か ら 6 時 まで の 時間の 使 い 方は ， 不 明の部分が多い
。 子どもた ち の 答 え は ，

「ぼん や りして い た 」， 「お や つ を 食 べ た 」， 「マ ソ ガ の 雑誌 をみ た」
……で あ っ た 。 く
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進学 塾 とそ の 機能
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図 2 　 S 　小 　の 事 例

つ ろ ぎの 時 と言え ぽそ れ ま で だ が ， 空 白の 時が流れ て い る 。

　 S 小に 限 らず，子どもの 余暇時間は ， 仲間遊びか ら孤独な 気晴 ら し へ と 推 移 し て

い る 。
こ うした 変化は ， 子 どもの 人間形成に 重要な意味を持つ と考え られ る が ， 小稿

の 主題か らそれ る の で ， 問題 の 指摘 に とどめ ， 先を急こ う。

　テ レ ビ も見ず ， 仲間遊びを しな い 子 ど もた ち は 何を し て い た の か 。 も う一度 ， 図 2

に 目を とめ て欲 し い が ， S 小 の 子 ど もの 勉強時間は 長 い
。 7 時 か ら10時 に か け て が ，

勉強の 時間帯 とな っ て お り， 1 人 平均 1 時間47分 を費や して い る 。 こ の 日の 宿題 は ，

算数の 「6年の ま とめ 」 で ， ほ とん どが計算問題 で ある か ら ， 算数の 苦手な 子 どもで

も ， 40分 もあれ ば ， 仕上 が る 。 残 りの 1 時間強を ， 子 どもた ち は ， 「テ ス ト勉強」 の
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た め に 使 っ て い た 。 「テ ス ト勉強」 とは 聞 きなれ な い 名だ が ， テ ス ト の た め の 勉強 と

い う意味 ら し い
。 もち ろ ん ， そ の テ ス トは ， 学 校で 行わ れ る小テ ス トの こ とで ， 漢字

の ドリル は担 任の 作製 した プ リ ン b集 ， 算数は ， 「グ リ ッ プ」 や 「パ ラ 。 シ リーズ 」

を利用 して ， 子 ど もた ち は 勉強 して い た 。

　白川郷は ， 合掌作 りで 全 国的に 有名だ が ， 民宿が繁盛す るの は ， 夏場 の 2 か 月に す

ぎな い
。 筆者た ち の 訪れ た 3 月 も ， よそ 者は わ れ われ だけ で ， 村 は 静 寂 を 保 っ て い

た 。 村 に は ， こ れ とい っ た 産業は な く， 農地 も狭 い か ら ， 多 くの 父親た ち は ， 夏場 に

道路改修や 山仕事 な どで 働 き， 冬場は失業保険を も らっ て 暮 らして い た p こ の 8 月，

金沢か ら白山経 由の 高速道路が開通す る予 定で ， 他に ， 富山直通 の ト ン ネ ル 工 事 も計

画 され て い る 。
こ れ らが軌道に 乗れ ば ， 自川村 も， 観光 で 自立で き る可能性 が生 まれ

る 。 しか し，現在 の と こ ろ ， 若者た ちが村に 留 っ た と して も ， 適 当な仕事を見 出 し に

くい
。 加 えて ，村に 高校が な く ， 進学す るに は ， 高山 へ 下 宿せ ざる を得 ない 。 子 ど も

た ち は ， 遅 か れ 早か れ ， 村を 出て い か ね ぽ な らない
。 そ れに は ， 教育を受け させ る の

が近道で あ る 。 昨年 の 中学卒業生 の 内，進学者は 95％ に 達 して い る 。

　当然 ， 村 の 人 々 は 教育に 熱心 で あ る 。 調査に 訪れ た 日は ， た また ま ， 学級参観 と重

な っ て い たが ， 筒学年で も ， 出席率は良好 で あ っ た 。 父母 を対象に ， 学校 の 実施 した

ア ン ケ
ー ト調査が あ り， そ の 中に 「あ る程度 ， 宿題を 出 し て 欲 し い 」 84．2％ ， 「高校

以 上 の 進学期待」 98．6％な どの 数値が残 さ れ て い た 。 しか し ， 教育 に 意欲を燃やす の

は ， 学校 も同様で あ っ た 。 校長は ， 「ど こ へ 出 して も恥 ずか し くな い 子 どもを育 て た

い
。 僻地だか らとい っ て ， 学力面 で の ハ ン デを子 どもに 負わ せ た くない 」 と ， 教育方

針 を 語 っ て い た 。 給食の 前 ，毎日 10分間
一 11時55分か ら12時 5 分ま で

一 を 「自学の 時

間」 と し ， こ の 時間に 自習 の 構え を つ け さ せ る とい う試み も ， そ うした 方針 の あ らわ

れ で あろ う。

　僻地 の こ とゆえ ， 教師 の 大半は 単身赴任 して い る。 しか も， 村の 中に 娯楽施設 が皆

無 の 上 ， 宿舎へ 戻 っ て も ， 帰 りを待 つ 人が い るわ けで もな い か ら， 教師た ち は ， 夜 遅

くまで ， 学校に とどま っ て い る 。 同僚 と雑談 しなが ら ， ド リル を作 っ た り， ノ
ー トに

朱を入 れ た りす る 。 子 どもた ちが ， 「テ ス ト勉強」 の 時に 使 っ て い た 漢字 の 練習 ドリ

ル も ， 担任教 師の 夜な べ 仕事 の 成果 らしい
。

　 S小 の 子 どもた ち を 手がか りと して ， 学 習塾 の 問題を ま とめ て お こ う。

　 1　 塾通 い が ， 子 どもた ち か ら ， 遊び を奪 うと い う論議が多い
。 しか し ， 塾通 い 0

％ の S 小 で も， 仲間 との 外遊び は 認 め られ なか っ た 。 これ と同 じ傾向が， 先に
一

端を

紹介 した 南島町 の K 小 で も認め られ た こ とを考え る と ， 塾通い の 増加 と遊び の 喪失 と

の 間 に ，関連は 存在す る に せ よ ， 両 者 を短絡 的に 結び つ け る の は 誤 りで あ ろ う 。

　 2　 S 小は 学力の 向上 を重視 して お り， 小テ ス トを く り返 し実施 して い る し ， 宿題

を出す の を 原則 とし て い る。 した が っ て ， 村 の 中の 唯
一の 教育 機関 と して ， 学校は 機

能 し て い る 。 そ うした 学校の 態度が ， 現在 の とこ ろ ， 款 た ち の 支 持を 集め て い る 。
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進学塾 とその機能

　3　 S 小 の 子 どもで ， 塾通 い を して い る もの は い ない
。 しか し ， そ れ は ， 学習塾が

な い か ら，通え ない の で あ っ て ， 身近 に 塾が作 られ れ ば ， 通塾 の 可能性 は 強 い 。 事

実 ， 隣家の 大学生が帰省 した 時 ， い つ も勉強をみ て も ら うと答えた 子 が い た し ， 家

庭教師代わ りを うた い 文句 とする G 社の 厂マ イ ・ テ ィ チ ャ
ー」 の 利用者は 3 名を数 え

た 。 さ らに ， 中学進学を控 えて ， 0 社 の 「中 1 時代」 の 定期購読者 と な っ た 者が 多い

な どの 事実が 目に つ く。

　今 まで ， 大都市の M 小 ， 山村の S 小 と い う対照的 な事例を 紹介 し て きた 。

一
見 した

とこ ろ ， 前者の 通塾率が64％ ， 後者 は 0 ％で あ るか ら ， 全 く異質の 事例 の よ うに 考え

られ る 。 しか し ， S 小 の 親た ち も ， 子 どもに 強い 數育期待 を抱 い て い るか ら ， 村 の 中

に 学習塾が進 出 し ， 学校の 方針が変 わ っ て くる な ら ， S 小の 子 も ， 通塾 の 渦に 巻 き込

まれ る の は ， た しか で あろ う。
つ ま り， M 小 と S 小 と の 間に ， 質的な開 きが存在す る

の で は な く ， 両者は ， 共通 の 土壌 に立 脚 した程 度 の 差 を示 し て い る に す ぎない 。

　 こ うした 結論を 一般化 させ る な ら ， 全国平均20％とい う小学生 の 通塾率は ， 昭和51

年 10月時点 で の 数値なの で あ っ て ， 通塾児の 背後に ，それ を は るか に 上 回 る 通塾予備

層が存在 して い る 。 したが っ て ， 教育状況の 変化に よ っ て ， 通塾率は ， さ らに 高ま る

可能性が強い 。

　 放課後の 子 ど もが ， 第 2 の 学校 へ 通 う。 そ うした 病理 的な教育状況を 産み 出 した 背

景を マ ク ロ に と らえ るな ら， 学歴 の 効用 ， 大学入試制度 ， 高校 の 選抜法な ど ， 社会 と

教育 とで も呼び うる よ うな 巨大な テ ーマ に 広が っ て くる 。 しか し ， そ う した考察ば ，

小稿 で扱 い うる範 囲をは るか に 超 えた 問題 で ある の で ， もう 1度 ， 学校 レ ベ ル に ， 視

点を戻そ う。

　面接調査 を く り返す 内に ，同 じよ うな教育状況の 地 域で も ， 学校 ， 学年 ， 学級に よ

っ て ， 通塾率に 大 きな開 きが存在す る の が 明 らか に な っ て きた 。 学 校
一 ミ ク ロ に 言 え

ぽ ， 学年や学 級
一 の 態度は ，通塾率を規定する主 要因の 一 つ ら し い

。 そ こ で ， 学校の

体質に 注 目しな が ら ， も う 2 ， 3 の 事例 を紹介 して み た い
。

3． 学校の態度と通塾率

（f） 日本の サ マ
ー ・ ヒ ル　大阪府周辺 の A 市（8）B 小 学校 6年 X 組 ，児童数36名 。 内 ，

通塾児21名 。 通塾率58％。 調査対象 日 ， 昭和51年 6 月 16日。

　 B 小は ， 調査に 参加 した わ れわ れ に ，強烈な印象を残 した学校で あ っ た 。 大学院生

の 1人 が ，
；・・一一ル の 学校

一A ．S．　Niel 一 に も じっ て ， 「日本 の サ マ ー ・ ヒ ル 」 と名づ

けた 通 り， 異色 の 教育を 行 っ て い た 。 た ま た ま ， こ の H は午後か ら面接を す る ス ヶ ジ

ュ
ール で ， 昼 休みに 学 校へ つ い た 。 教室 へ 入 る と，教室 の 片隅に ， うず高 くマ ン ガ 雑

誌が つ まれ て あ り， な ん 人 か の 女 の 子が ， トラ ン プを や っ て い た 。
ス ピ ー ドとい う遊

び ら しい
。 他の 子 は 花札に 興 じて い た 。

チ ャ イ ム が な る と ， 子 どもた ち は 遊び 道具を

しま い 始 め た 。
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　面接後の 担任 との 話 し合 い で ， 当然 ， こ の シ ー
ン が問題に な っ た 。 他人に 迷惑を か

けず ， 授業が始 ま っ た時 ， 勉強の 準備が で きて い れば ， どん な遊びを して も良い とい

うの が ， こ の ク ラ ス の ル
ー

ル だ とい う。 「賭け ご とは 禁止」 と言 われ て 育 っ た 筆 者

は ， 遊び の 解禁だ けで も驚か され た が ， そ れは 序 の 口 に す ぎな か っ た 。 B 小 で は ， 子

ど もの 達成度を 知る 目的以外は ，原則 と して ， テ ス トを実施 しな い し ， 教師がテ ス ト

の 結果を メ モ す る こ と もない 。 子 ど もを選抜 す る結果に な るか ら ， 通知票 の 廃止 に ふ

み きっ た 。 落 ち こ ぼれ の ない 教 育を完全 に 目指す の で ， 学習進度は大幅に 遅 れ て い

る 。 学 年主任格 と して 6年生 を リー ドし て い る担任 の 教師は ， 自信に み ち た 表情で ，

そ うした 内容を 話 し て くれ た 。 「親た ち が ，どん な態度を示 すか 」 の 問い に ， 現在 ，

親 と は 対立 関係に あ り， こ の 2〜 3年，授業参観な ど の PTA 行事は ， い っ さ い 中 ILし

て い る と い う回 答が返 っ て きた 。

　B 小は
，大阪府下 A 市の 団地内 に建て られ て い る 。 昭和30年代に 入居 した やや年輩 の

ホ ワ イ ト ・カ ラ
ー
層。

こ こ で 10年の 問に 移住 して きた 賃貸 と分譲 の 団 地族 。 それ に ，

周辺 の 高級控宅地居住者 とが あっ て ， 学校運営 の む つ か しい 学校で あ っ た とい う。 さ

ま ざまな トラ ブ ル を 経て ， 現在で は ， 「ひ と りの 落 ち こ ぼれ を作 らず ， 伸び伸ぴ と勉

強 の で きる学校作 り」 に 徹す る こ と に な っ た 。 そ の 結果 ， 上 述 の よ うに ， 親た ち と絶

縁関 係 に あ る。

　 こ う した 学校 の 子 どもた ち は ， どん な 生活を送 っ て い る の だ ろ うか 。 子 どもた ち の

生活は ， 大別 して ， 四 つ の タ イ プに 分か れ る 。 まず ， 第 1 は ， け い こ ご とを 含め て ，

何 もしない 子 どもた ち 。 36名の 内， 7 名。 こ の 日，彼 らは ，勉強10分 ，テ レ ビ視聴 3

時 間 10分 と い う生 活を 送 っ て い た 。 次 は ，x ポ ー ツ ・ ク ラ ブ に 熱中す る子 。
こ れが ，

8 名で あ っ た 。 団地 の 中に ， 少年野球 の リ トル ・ リーグ に 加 盟 して い る テ ィ
ーム が あ

り ， 5 名 の 子が参加 して い た 。 小学 2 年か ら中学生ま で ， 技能に応 じて ， 初心 老ク ラ

ス か ら ト ッ プ ・ ク ラ ス まで ， 五 つ の テ ィ
ーム が編成 され て い る。 火 ， 水 ， 木は ， 6 時

か ら 1 時間 の 早朝練習 ， 他 に ， 土曜は 2 時か ら 6 時 ， 日曜は 9 時か ら 6 時が練習時問

で ， 全員参加を 原則 とする 。

　第 3 は ， K 式 で知 られ る数学 塾な ど へ 通 っ て い る子 どもた ち 。
こ れ は 11 名。

こ の

内 ， 2 名は神戸 の 私立 中学進学を 目指 し て ， 地元 の 塾 と ， 大 阪の 中心 部で 開か れ る マ

ン モ ス 。 テ ス ト塾 と に 通 っ て い た 。 第 4 は ， 英語の 塾 へ 通 う10名 の 子 。 こ れ に は ， 外

人 を招い て ，小人数 で 教えて も ら うデ ラ ッ ク ス ・ タ イ プ か ら ， 30分ほ ど電車に 乗 っ て

週 に 4 回 ， 英語 ス ク ール へ 通 う者ま で ，
バ ラ エ テ ィ が見 られ た 。 中学 へ 入 っ た ら ， 英

語 が必 要だ 。 先回 りを して ， 英語 の 力を つ け させ る の が ， 親た ちの 判断で あろ う。

　 B 小 の 場 合 ， 放課後の 生活が個 性 的 で ， 平 均値は 意味夕 持 ちに くい
。 母 親が つ きそ

っ て ， 毎 日 2 時間の 勉強ウ して い る子。 朝 と夕方 ， ラジ オ の 英語放送 lt　3 年間聞き続

け て い る子。 週に 7 回 ，
つ ま り， 毎 日 ， 学習塾か ， ピ ア ノ 教室か へ 通 っ て い る子。 親

た ち は ， そ れぞれ の 仕方 で ， 子 どもに望 み を 托 して い た 。
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進学塾 とそ の 機能

　 B 小の 事例を
一一

言で 要約する な ら， 学校と家庭 との 断絶に つ きる 。 「ひ と りの 落 ち

こ ぼれを作 らず ， す べ て の 子を等 し く扱 う」 をス ロ ーガ ン に 掲げて ， 学 校が理 想主 義

的な教育実践に 踏み 切 っ た 。 どの 子に も ， 少な くとも最低限の 学力を 保証す る社会福

祉型の 学校経営 で あ る 。 こ の 場 合 ， 学校の 保証す る学力 が ，

一
定 の 水準に 達 して い れ

ば ， 問題 は 少な い
。 しか し ， B 校の 保証が ， 標準よ り下回 っ て い た た め に ， 親た ち

は ，学校へ の 依存を あ きらめ ，学習塾や家庭学習を通 じて ， わ が 子の 学力を伸ぱす 自

衛手段を 講 じ始め て い る 。

〔2） 「1時間半勉強」 を課する学校　 京都府亀岡市 C 小 5 年 X 組 ， 児童数 35名 。 内 ．

通塾 児 6名 。 通塾率17％ 。 調査対 象 日 ， 昭和 51年 3 月 6 日 。

　 亀岡 は ， 京都か ら山陰本 線に乗 っ て 1 時間 ， 城下町 の 名残 りを と ど め る 町 だ 。 ま

た ， 大本教受難 の 地 と して も知 られ る 。

　 学校を 訪れた B ， 校内 の ポ ー ト ・ボ ール 大会 が 開 か れ て い た 。 な じみ深い 赤 と白の

他に ， 黄 ， 緑 ， 紫の は ち巻 きを した子 ど もた ちが い た 。 そ の 上 ， どの 子 も 選 手 ら し

く ， 校庭は活気 に あふ れ て い た 。 校庭に 入 っ た だけ で ， 沈滞 ぎみ の 学校 と ，

一味違 う

教育を行 っ て い る とい う印象を受け た 。

　 面接後 ， 担任に話 を き くと ， 5 色 の は ち巻きは 体育 の 授業 で も， 日常的 に 使 っ て い

る と い う。 地 域性 を加味 し て ， ク ラ ス を 5 班 に 分け ， 子 ども組 的 な意味を持 た せ て い

る ら しい 。

　 こ うした体育の 他 に ， C 校は ， 学 習面 で も種 々 の 工 夫 を 乙 ら して い た 。 特に ， 注 目

を引 い た の は ， 「1 時間半勉強」 で あ っ た 。 2学期末 ， 学校全体で ， 子 どもた ち の 家

庭で の 生 活ぶ りを 調査 した と こ ろ ， 3 時間を越え る テ レ ビ視聴 と読書量 ゼ ロ の 姿が浮

か ん で きた 。 5 年生 の 担任が話 し合 っ た 結果 ， 子 ど もた ち の 生活を正 す意味で ， 「1

時間半勉強」 を 課す る こ とに した 。 奇数 日用 と偶数 日用の 2冊 の ノ ー トを用 意 させ ，

奇数 日は ， 偶数 ロ用の ノ ー トを 教室に 置 き ， 子 どもた ち は 奇数 日用で 勉強す る 。 学習

に 遅 れが ち の 子に は ， 担任 が ノ ー トに 問題を 書 き ， 苦 手の 課 目の 征 服に 努め る。 学力

の 平均程度 の 子に 対 して は ， 市販 の ド リ ル を配 る こ ともある 。 そ し て ， 成績に 心 配 の

ない 子は ， 1時間半を読書と感想文の た め に 使 うよ うに 指示 して ある。

　 「1 時闘半勉強」 を始め て か ら ， 2 か 月余 りしか 経過 し て い な い が ， 子 どもた ち の

学 力は め っ ぎり伸び ， 読書量 も増加 し た と ， 担任は 評価 し て い た 。

　 こ こ で ， 放課後 の 子 ど もた ち の 生活を紹介 して お こ う。 翌 日 ， 担任が ノ ー トを 閲覧

するか ら， ほ とん どの 子が ， それ ぞれ に 1 時間半を勉強の 時間 に さ い て い た 。 ま た ，

先 ほ どの 子 ど も組が効を奏 したの か ， こ の 日 ， 10人 の 男子 と 5 人 の 女子が ， 帰宅後 ，

校庭 へ 戻 っ て ， ド ッ チ ・ボ ール や ポ ー ト ・ボ ール に 興 じて い た 。 なお ， 塾 通 い をす る

子 は 6 名で ， こ の 内 ， 女 の 子 の 仲 良 し 3 人組が ， 水曜 の 4 時か ら 5 時まで ， 英 語塾 へ

通 い ， 他 は ， K 式 の 算 数塾 へ 2 名 ， 補 習塾 1 名の 状況 で あ っ た 。 そ の 他 ， 昨年 ， 塾通

い し て い た が ， 今年に 入 っ て か らやめ た 子は ， 4 名を数え た 。 読書力の 増加を主 目的
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と した 「1 時間半勉強」 は ， 塾通い の 減少 とい う副産物を もた らし た ら し い
。 今ま

で ， 筆者は ， 40校近 い 学校を訪ね で きた 。 しか し ， 塾通い す る子が減 っ た の は ， C 校

の み で あ っ た 。

　 C 校は ， 学校が積極的な乎を打 っ て ， 塾通 い に 歯 止め を か けた 事例 だ と要約で き よ

う。 た しか に ， 「1 時問半勉強」 は ， 現在の 学校で 見受け られ な くな っ た儷 別指導の

原則に 立 脚 して い る 。 平均の 水準を上 げ なが ら ， 落 ち こぼれ が ち な子に 個別の 指導を

行 い 一時に は補習教育をす る こ ともある
一

， 進み が ちな子は 幅を 広げ る とい う学 力に

対応 した 指導を 目指 して い る 。 特に ， 読書内容の 選択は ， 本人 に 委ね ， 自主 性を育て

よ うと して い る 。 学校の こ うした 態度が ， 親た ち の 間に 「勉強の こ とは 学校に ま か せ

よ う」 とい う気運を生 み だ した の で あろ う。

　 しか し ， こ の 方法に も， い くつ か の 間題が残 され て い る 。 まず ， 担任は ，子 どもた

ち が 毎 日提出す る ノ ー
トに 朱を入れ ， 場合に よ っ て は ，練習問題 を個別 に 作 らね ば な

らな い 。 こ うした 作業に ， 1人当て 2 分 と し て も， 1 時間半近 く
一

実際 は ， 2 時間 弱
一を さ く計算に な る 。 授業や 会議に 追わ れ る教師の 生活 の 中か ら，こ の 時 間 を うみ 出

すの は 至難に 近 い 。 事実 ， C 校の 担 任た ち は ， 夜 8 時近 くまで 在校す る こ とが多 い ら

し い
。 また ， 同校で も ， 過労に な る との 異論が 出て ， 教師間の 足並み が 揃 わ ず ， 4

年 と 6 年で は ， 「1 時間半勉強」の 実施 に 踏み切れ な い で い る 。
つ ま り， 「1 時間半

勉強」 は ，教員に も 「1 時間半超過勤務」 を強い る か ら ， 現在 の 学校全般 に ， こ の 方

式の 採用を望むの は妥 当で はあるまい 。

　 さ ら に ， C 校の 場 合 ， た し か に 学 習塾 へ 通 う子 は減少
一

ま た は 停滞
一

して い る 。 し

か し ， け い こ 塾 へ 行 く子 は 25名一一71％ ， 学習塾 と重複す る子が い る
一に 達す る 。 そ ろ

ぽ ん ， 習字 ，
ピ ア ノ ……

で ある 。 小学 3 〜 4 年生 まで が けい こ ごと ， 5 年か ら学習塾

へ 通 うの が ， 子 ど もた ちの 通常の パ タ ー ン で あ ろ う。 教師た ちの 努力 の 結 果 ， C 校

の 子の 学習塾通い は 減 っ た 。 しか し ， 広義の 塾通 い は 漸増 しつ つ あ る。 そ ろ ば ん は 算

数 ， ピ ア ノ は 音楽 ， 習字 は 国語 の よ うに ， け い こ 塾 も ， 限 られた 範囲 に せ よ ， 教科の

技能教 育的 な意 味を 持 つ
。 主 要 4 教科か ど うか の 違 い は 存在す る に せ よ ， け い こ 塾

が ， 補習教育機関
一

ある い は ， 学校の 機能を補完す る機関一的 な機能を果た して い る

の は ， 否定 で ぎな い
。
C 校 の 子 の 7 割

一
学習塾を含め る と 8 割

一が ， そ うし た 機関へ

通 う状況 は ， 学 校が 「1 時間半勉強」 を 中止 すれ ぽ ， た だ ち に け い こ 塾か ら学習塾

へ
， 子 どもた ちの 行 き先が変わ る下地 を形 づ く っ て い る （9 ）

。

　枚数 の 制約を考え て ， こ こ らで ， 事例の 紹介は 省略 した い が（10）
， 上 記の 4 校 を 手

がか りと して ， も う少 し ，

一
般化 し た形 で ， 学習塾の 問題を考察 して お ぎた い

。

4． ま とめ にかえ て
一

岐路 に立 つ 学校

　 B 校 と C 校 との 対比が示 す よ うに ，通 塾率の 高低は ， 各学校
一

こ ま か く見れ ぽ ，学

年 ， そ し て ， 学級
一

の 態度 に 規定 され る側面が大 きい
。 冒頭で 紹介 した M 校で も ， 学
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進学塾 とそ の 機能

校が ， な ん らか の 補習指導
一

「1時間半勉強」 もそ の
一

例だ が一
に乗 りだせ ぽ ， 通塾

率は 半減 され よ う。 現代の 学校
一

特に 小学 校
一

は ， 共通教育の 場 と して の 色 彩 を強め

て い る 。 す べ て の 子 に ， 最低限の 学 力を保証する社会福祉型 の 学校で あ る 。 当然 ， 底

辺 の 水準 を上げる こ と 鴎 重点が おか れ る 。 旧制中学入学者 ，
つ ま り，

エ リー
トの輩

出率を競 っ た 戦前の 学校を想起す れ ば ， B 校の 教師た ちが 目指 した よ うな 学 校 改 革

も ，

一
つ の 正 し い 方向で あろ う。 しか し ， そ の場合 ， 子ど もの 可 能性を最大限に 伸ば

した い と考え る親た ちが ， それ ぞれ の 考えに 基 づ い て ， 個 別指導 の 場
一

け い こ 塾 も

含 め て
一を ， 学校以外に 求め る の は 止む を得 まい

。 共通教育 ＝ 学校 ， 個別教育 ＝ 補習

教育 とい う教育機関が 二 元化 され た構図で ある 。

　 こ うした 傾向を 強め た場合 ， 補習教育機関
一

学習塾や け い こ 塾の 他，ス ポ ーツ ・ ク

ラ ブな どの す べ て を含め て 一 も ， 子 ど もの 教育 の
一

端を 担 うこ とに な る か ら ， こ れ ら

の 施設 も教育機関 と し て 位置つ か ね ば な らな い
。 地 域 レ ベ ル に せ よ ， 両者が共通 の 地

盤を ふ ま え て ，子 ど もの 教育を語 り合 う場が 必要 とな ろ う。 それ と同時 に ， 補習教育

機 関 も，公 教育一
法的な意味で な く

一
の 視点か ら ， 設備や 教員 ， 教育方法な どの 充実

に 努め ね ばな らない
。

　問題 は ， 教師 お よび 親 た ちが ， 学校の 機能を どの程度に 限 るか で あろ う。 抽象化 さ

れ た レ ベ ル で と らえれ ぽ ， 「す べ て の 子 を等 し く」は 望 ま し い 理想 鱇 で あ る 。 しか

し ， 現実 の 授業場 面 を想起す る と ， 「等 し く」 を強調する に つ れ て ， 足踏み を させ ら

れ る子が増加 して くる 。 現代 の 学校 に個別化の 原理 が欠除 して い る 。つ ま り ， 学校段

階 の ど こ ま で が共通教育の 場で ， ど こ か ら個別指導を行 うの か とい う青写真が描か れ

て い な い
。 しか し ， 職業な どを 中心 に ， 社会 の 細分化が進む現状を直視すれば ， そ う

で あるか ら ， な お
一

層 ，共通教育の 必 要性を感 じる と同時に ， 教育 の 個 別化は 不 可避

と考え られ る 。 従来，個 別化 は選抜 ま た は 差別に 連 な る と い う主 張が為 され て きた 。

近代 日本 の 学校 の 歩み を思 い お こ す と， そ う した指 摘をす る背景は 理 解で ぎる 。 しか

し， 学 校が ， 現実の 社会
一
特に 親た ち の 心 情

一
か ら超越 した 理想主義 へ 傾 斜 しす ぎる

こ と は ， 塾通い に 象徴 され る よ うな陰 の 教育機関を 生みだ し ， 学 校の 社会的な機能を

低下 させ る結果を招 く。 したが っ て ， 学校が子 ど もを教育する主 要な機 関 と し て の 地

位を保持す る た め tlこ は ，

一
定 の学校段階か ら ， 子 どもの 個性に 対応 する プ ロ グ ラ ム を

用 意せ ね ぽな らな い
。 図式化 して い うな ら ， 現代の 学校は ， 前述 の B 校式か C 校式か

の 岐路に 立 た され て い る 。 そ し て ， 学校の 機能 に つ い て の コ ン セ ン サ ス が ど の よ うに

成立す る か に よ っ て ， 地域 ご と に ， 学 校の 果 た す役割 が違 っ て 来 よ う。 学校 も ， 多様

化の 時代を迎 え よ うと し て い る 。

　小稿 で は ， 学 校 の ン ベ ル に 分析の 対象を 限定 した の で ，塾通い を成立 させ た 土壌 と

もい うべ き教 育課程 や入試制度な どの 問題を 捨象 して きた 。 そ うした
一e ク ロ の 分 析

は ， 必 要性 を痛感 しつ つ も割愛せ ざる を 得なか っ た 。 ま た ， 個 々 の 教師の 指導力 も ，

塾通 い に 影響す る とこ ろが 多い 。 授 業技 術 の 卓越 した 教師は ， 授業時間内で も，落ち
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こ ぼれを防 ぎ ， 子 ど もた ちの 個性に も対応で きよ う。 した が っ て ， 教師の 指導技術を

高 め る こ とが ， 塾通 い の 衰退に 役立 つ と考え られ る 。 し か し ， こ こ で は ， 問題 の 所在

を指摘す る こ に とどめ る
。

　r注 〕

（1） 昭和49年か ら51年に か け て の 主 な 調査を示 す と ， 以下 の よ うに な る 。

　（a）　 「家庭学習の 実態に 関す る調査」　（神戸市立教育研究所）昭和49年 3 月

　（b）　 「小 。 中学校に お ける 児童 。 生徒の 通塾調査」 （愛知県教育委員会）昭和50年

　　 2 月

　（c〕　 「塾 や家 庭教 師に 関す る実態調 査」　（滋賀県教育委員 会）昭和 50年 2 月

　（d）　 「学校以外に おけ る学 習等 （塾 ， 家 庭教 師）実態調査 」 （埼玉県 教育委 員会）

　　昭和50年 8 月

ラ

ラ
　
ラ
　

ラ

efgh 「教育問題に 関す る実態調査」　（東 京都都民室）昭和50年12月

「余暇生活の 実態 と意識調査」　（名古屋市教育委員会）昭和51年 3 月

「塾に 関す る調査」 （静岡県教育委員会）昭和51年 3 月

「児童 ・生徒 の 学 校外学習活動に 関す る実態調査」 （東京都 教育庁）昭和 51年

　　 6 月

　 （i）　 「学校外学習活動 の 実態調査」 （香川県教育委員会）昭和 51年 11月

　　　 そ の 他 に ， 福岡県 中学校長 会 ， 茨城県市 町村教育委員会連合会な どの 調査 もあ

　 　 る 。

  　総理 府広報室 「教育 へ の 関心 調査」 r世論調査」 昭和52年 1 月 ，
2 〜32ペ ージ

。

（3） NHK 放送世論調査所 「家庭 と教育j　 r文研月報』 昭和 52年 2 月 ，
24〜35ペ ージ ，

　 3 月 ， 27〜39ペ ージ

（4） 東海銀行 「子 ど もの 教育費調査」 昭和 52年 1 月　　　　．

  　速報を ま とめ て 出版 した も の は ， 文部省大臣官房調査統計課 r全国 の 学習塾通い

　の 実態』 ぎよ うせ い 　昭和52年 3 月

（6） 塙融 「世論調査か らみ た愛媛の 中学校教育」 i文研 月報 』 昭和52年 9 月〜 10月

（7） 深谷 昌志 ， 和子 r遊び と勉強』中公 新書 ， 昭和 51年 　109〜115ペ ージ

  　 S 小 に つ い て は ， 深谷和子 厂お し よせ る r平均化』 の 波の 中で 」 r少年補導 』 昭

　和 52年 5 月に ， 概要を紹 介 した 。

（9）　 C 小 に つ い て は ， 深谷 昌志 「岐路に 立 つ 学校」 r学級経営』 昭和51年 11月号 に ，

　概要を紹介 した 。

  　そ の 他 ， 本稿で ふ れ え なか っ た 学校の 例 と して は ， 深谷 昌志 「子 ど も ， 文 明 ， そ

　 して ， 教育」 r学校経営』 昭 和52年 2 月 ， 「現代 っ 子に と っ て の 勤労体験 学 習」 r教

　職研修』 昭和52年 5 月 ， 「過保護社会 の 行 きつ くと こ ろ 」 r月 刊エ コ ノ ミ ス ト』 昭

　和52年 2 月な ど。
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